
Photographic Society of Zone System 

        - I - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Zone System 
ゾーン・システム研究会会報 Web 公開版 

発行日：2004.2 

発行者：中島秀雄 

事務局：畑文夫 

編集部：荒井崇 

 

Photographic Society of 

NO.2７ 

              CONTENTS 

・ 新年のごあいさつ 
・ 写真を見る悦び 

・ ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ研究会第８回写真展｢光への探求｣全作品 

・ ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ研究会第８回写真展スナップ 
・ ジョン・セクストン ワークショップ（１） 

 
 

 



      - II - 

新年のごあいさつ 

              中島 秀雄 

                                 

新年明けましておめでとうございます。 

元日は好天に恵まれ、穏やかな一日になりました。 

皆様にはすばらしい正月を迎えられたことでし

ょう。 

 

出版の年 

 今年は、いよいよゾーンシステムの本が出版さ

れます。日本における初めてのゾーンシステム解

読書になり、多くの反応、反響があるものと思い

ます。研究会に対して技術的な問い合わせや質問

があるかもしれません。我々は、どのような問い

合わせにも即座に答えられるようにしておきた

いものです。 

 今回、工芸大学の田中先生と共著という形にな

り、互いの文章の細かな検証に週一回のペースで

ニヵ月間研究室通いが続きました。私は自分の卒

業論文を教授に見ていただくような気持ちで、改

めて科学、化学、写真原理を学んだ思いです。し

かし、時には私の写真経験から生まれた写真論を

展開することもあり、大学での研究という立場の

田中先生と私のように実践の立場とでは、ゾーン

システムの捉え方に多少の違いがあることに気

づきました。その一つを述べてみたいと思います。 

 

被写体輝度域 

 「一般的な被写体の輝度域は比にして 1：32～64

程度であって、印画紙の再現域とほぼ一致してい

る、であるがゆえにマイナス現像などそれほど必

要ないのではないか」というのが先生の理論なの

です。実際に先生の発表された論文と付随してい

る写真を見ると、なるほどほぼ 1：32～64 程度の

中に収まっているのです。明るい公園、都市、自

然を撮った写真には数値が書き込まれ、これを見

たとき、一瞬我々が日頃取り組んでいる光と露出

における問題点が分からなくなりました。グラフ

と数値と理論とで整然とまとめられ、論文は完璧

だとその時は見えたのです。 

 

我々との違い 

 我々の考える自然界の輝度比は、もっと広く、

それゆえにどのように印画紙の再現域にマッチ

させるか日々努力しています。違いはシャドーの

捉え方にあると気がつきました。我々の考える重

要なシャドーであるゾーンⅢは、田中理論ではゾ

ーンⅡなのです。ここが重要です。我々は、自然

界の光をより豊かなプリントバリューで表現す

ることにモノクロームの魅力を感じています。1：

32 の輝度比に収めるということは、晴天の場合シ

ャドーはつぶれることを前提としているのです。

そこをつぶさないようにすると、輝度比は必然的

に上がり、1：125～250 ということになり、マイ

ナス現像が必要になる場合もあるのです。我々は

1：32 の輝度比に収めることが目的ではありませ

ん。写真表現として重要なシャドーを見抜き、美

しいハイライトを決定することが我々の表現の

特徴で、そのためにゾーンシステムを最大限利用

するのだと考えます。なぜならアダムスは被写体

を 10 ゾーンとして捉えなさいと言っているから

です。 

 つまり、一般にシャドーとしてつぶれぎみの暗

部に注目すべきで、ファインプリントにとって見

逃せない重要なエリアなのです。そこをきちんと

捉えて進めない限りゾーンシステムの特性は発

揮出来ないし、ファインプリントは成立しないと

考えます。 

 我々は、ゾーンシステムのデーター作りが目的
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ではないのです。 

 

 今年は、皆さんに何か一つテーマを見つけても

らい、しばらく続けていただきます。 

また、一人一人のカルテを作り、クリティーク（評

論、批評）に役立てたいと思っています。 

 

 皆様には、前回にも増してより強いイメージ作

品を期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



      - IV - 

写真を見る悦び 

           平木  収（写真評論） 

 

 この会場で、 

ゾーンシステム研究会の面々が制作した写真を

見るひとなら誰もが感じる 

とある感覚があるはずだ。 

 

 それは「写真を見ている・・・」という感覚で

ある。 

いまや写真はデジカメ、ケータイと手軽さの極致

にまで達しているから、 

我々は日頃、ことさらに「写真」を見ているなど

と意識することはない。 

しかしいま、我々は「写真」を見る。 

 

 光を微粒子に移した輝きを内包する映像、 

モノクロームの世界ならではの瞑想的な視覚、 

純黒から純白へとなだらかに変化するデリケー

トな階調、 

こうした写真ならではの旨味、 

その芳しい持ち味を存分に満喫させてくれるの

が、ここに並ぶファインプリント、 

つまり高品位画質の写真たちである。 

 

こうした作品を、 

いわゆる工芸的な美の追求と考えるひともいる

かもしれない。 

そう思ってもかまわないだろう。 

だが、工芸的なプロセスにたくわえられている人

間の知恵は、 

とても滋味に富んでいることを忘れないでほし

い。 

そして、いま写真を見るということ自体が、ひと

つの悦びであることに気づいてもらえれば、と思

う。 
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ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ研究会第８回写真展ｽﾅｯﾌﾟ

(200３.11) 
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ｼﾞｮﾝ･ｾｸｽﾄﾝ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
The expressive black and white print  

（表現に富む黒白プリント） に参加して 

畑文夫 

2003年 10月 28 日（火）～11月 2日（日） 

カリフォルニア州 カーメルバレーにて 

 

長期休暇が取れるのを幸い、自分の語学力を省

みずにジョン・セクストンのプリントメーキング

ワークショップに参加しました。案の定、講義の

内容は数分の一も理解できない有様でしたが、そ

れでも実技デモ中心の内容は刺激的で有意義で

した。延べ 20時間以上の録音を聞き返しながら、

できる限り記録を残しておくことにします。但し、

再現できるのは実技解説の内容が中心で、コンセ

プトなど抽象的な内容は理解が及ばなかったこ

とをお断りしておきます。 

 

カーメルへ．．． 

10 月 28日  午後 5時成田発 （ユナイテッド航空
UA852便）、同日午前 9時（アメリカ太
平洋時間）サンフランシスコ着。 国
内線に乗り換え、11 時 45 分 モント
レー空港着。 午後 3 時ごろカーメル
バレーのホテルHidden Valley Inn着。
午後 7～11時前までワークショップ。 

 

サンフランシスコ空港は良く晴れた朝。若い入

国審査官に「行き先はカーメル」と伝えると、「す

ばらしい所だ、よい旅を！」と挨拶してくれる。 

国内線に乗り換え、モントレー空港までは 50人

乗りの双発機で正味 20 分ほど。ワークショップ

初日は午後 7 時開始のため、モントレーのアンセ

ル・アダムス・ギャラリーに立ち寄ることにする。

海に近いギャラリーで暫く時間を過ごした後、タ

クシーを拾おうとしたが勝手が判らない。やむを

得ず近くのレストランで呼んでもらう。モントレ

ー市内からカーメルバレーのホテルまでは 4～50

分、メーターで$40。 

午後 3 時、同室の天畠氏は先に到着しており、

初対面の挨拶もそこそこに仮眠する。山あいのモ

テルの設備はきわめて質素で、貴重品預かりもラ

ンドリーも、インターネット接続環境もない。 

午後 6 時過ぎ、ホテルの食堂にメンバーが三々

五々集まってくる。軽食をとってから車に乗り合

い出発。自分、天畠氏(Terry)、スペインから来た

Leonardo (Leo)という異邦人 3 人組は、退役軍人

で立川基地にいたことがあるという Michael 

(Mike)の車に乗せてもらう。 

 

道を約 20 分程登った斜面にある。すっかり暗

くなり、懐中電灯を持ってくるように指示された

理由が判る。 

ワークショップ 第 1日目 

午後 7 時、30 分ほどのオリエンテーションとセ

クストンの自己紹介。火曜日の夜から日曜日の午

前まで「こんなに長く話すのは自分が時間給だか

らだ。」 

参加者 11 人が自己紹介と、宿題として持参し

た 10 点のポートフォリオから 3 点を説明。 

次いでスタッフの紹介。セクストン夫人でデン

マーク出身の写真家アンヌ、10 年来のワークショ

ップ事務担当で詩人のローラ、最後にセクストン

が自作の解説を行う。 

・自分は 4×5 フォーマットと広角レンズ（75

㎜）を好む。 

・広角レンズは森で余分な樹木や枝などを画

面に入れないために有効だ。 

・樹を高く見せたり、被写体の大きさを強調
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するにはカメラアングルを低くとること。 

 

この風景は夕暮れ時に T-MAX100 で 16 分露出。 

相反則不軌を考慮すればさらに二倍の露出時間

でも良かった。中央の岩には電池式のストロボ 

（これもアベイラブル・ライトだ！）を何回も当

てた。 

ワークショップ 第 2日目 

10月 29日  8時半開始。 午前中セクストン自作の解
説。 昼前から暗室でプリントのデモ。夕
食後に順番を抽選し、ポートフォリオ 10
点を見せる。午後 10 時 50 分終了。 二
日目あたりが時差ぼけで眠い。 

 

セクストン自作の解説とテクニックの紹介： 

・白樺（Aspen）の幹をメタリックに描写するた

め、トップライトの条件を選んで撮影し、１

号でプリントした。 号数を低くするとコン

トラストの低いプリントになると思い込ん

ではいけない。 

・印画紙はコダック・ポリマックス（マルチコ

ントラスト、FB）を常用している。 

・RCペーパーはコンタクトプリントにだけ使う。 

・全てのプリントはセレン調色を施す。（自分の

暗室から、トーニングしないプリントは出さ

ない！） 

・ネガの濃度を増強するため、（部分的に）セレ

ン調色することがある。 

・撮影中はデータ（メーターの読み、ゾーン位

置づけ、フィルム現像方法など）をマイクロ

カセットで録音するとよい。 

「ネガ現像はサイエンス、プリントメーキングはアー

ト。」 

「写真は９０％の努力と１０％のインスピレーション。 

実践、実践、実践！」 

 

暗室デモ； 

暗室は十数人が入っても充分な広さ。まず驚い

たのは機材が殆ど日本製であること。 

引伸し機： ＬＰＬ 4×5 VCヘッド（4台） 

レンズ： ＥＬニッコール 

タイマー： ラッキー 

暗室内の壁と天井は白塗装だが、引伸ばし機の

周囲だけは天井まで黒くしてある。また、引伸ば

し機には徹底的に遮光対策が施されている。 （ネ

ガキャリヤの挿入溝には黒いマジックテープで

「カーテン」が取り付けられており、また印画紙

からの反射光を防ぐため、レンズマウント周りな

どヘッドの下部は要所を黒紙で覆ってある。） 

 

・ネガキャリヤは両面ガラス入りタイプを使

う。（後で述べるように、本番プリントでは

かなり長時間点灯する。）  

ニュートンリング防止にはテテナール社

White Boulder, Dead Horse Point  ©1990 John Sexton 
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のアンチ・ニュートン・スプレーを上面ガラ

スに塗ると良い。（国内での入手可否は不明） 

・ときどき安全光を確認すること。未露光の印

画紙を使うのは誤りで、部分的にゾーンⅥ程

度の露光を与えてからテストする。10～12 分

程度はかぶらない様にしている。 

・排水の処理は特別に行わず、「垂れ流し」だと

いう。意外であった。 

 

・試し焼きの方法：印画紙を小片に切るのは

時間の無駄で、プリントサイズでおこなう。  

（全面 3 秒×2 回露光 → 一部を覆って

3秒露光 → さらに一部を覆って 3秒 → 

以下繰り返し）まず低コントラストの印画

紙から始め、仕上がりを見て必要なら号数

を上げていく。 

・現像液はデクトール１：2 希釈 2 分現像を

常用。初めは現像液の疲労が進むので、ま

ず捨て現像（露光済みの失敗印画紙利用）

を行うこと。 

・ピンセットは一切使わない。素手、又は薄

手のゴム手袋を着用し、印画紙をバットか

ら持ち上げて裏返すよう、コンスタントに

撹拌する。印画紙を折り曲げないように注

意。 

二枚現像する場合は背中合わせにする。 

 

・第一定着液はコダック F6（指定時間 3分）。 

1 分定着後に水に移して一時保存。後でま

とめて残りの 2 分間定着する。（第二定着

はプレーンハイポ） 

・ビューイング・ボード：白色アクリル板に

第二定着前のプリントを貼り、スクイーズ

してから白熱電球で観察する。ビューイン

グ・ボードの照明は ISO100 でＥＶ6～7 程

度、最大でも EV7 以下にすること。（グレー

カードを置き、スポットメーターで測定）

この程度の明るさだとドライダウンを考

慮する必要がない（？）。これは経験的なも

ので、理論的な裏づけはない。 

・印画紙には蛍光染料が含まれているので、

蛍光灯は不可。 

・スクイーズするワイパーは、水洗完了後に

　　印画紙

安全光で
数分毎に段階露光

予め露光した部分

「安全な」条件

予め露光した部分
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使用するものとは区別すること。  

 

 

・ドライダウンについて：濡れた印画紙では

ゼラチンが膨潤しているため、濃度の低い

部分は銀粒子の密度が小さくなり、すこし

明るく見える。（乾燥したグレーの印画紙

に、部分的に水滴をつけて実証する。） 

 

 

・ハイライトを基準にストレートプリントの

露光時間を決め、シャドーは印画紙の号数

で調整する。（LPL の VC ヘッドは、号数を

変えても露光時間は変わらない。） 

・ストレートプリントは、ためし焼きで読み

取った秒数で露光する。印画紙の裏面には、

露光前にやわらかい鉛筆（お勧めは 

SANFORD DRAUGTING 02237）で号数、絞り、

露光時間などのレシピを記入する。 

・コールドライトでなければ間欠露光の必要

はない。（LPL の光源はハロゲンランプ。タ

イマーに所定の秒数をセットし、露光す

る。） 

・ストレートプリントを現像、定着、仮水洗

し、ビューイング・ボードに貼って焼き込

みや覆い焼きを検討する。焼きこみ、覆い

焼きの時間は全体露光の 20～25％を基準

にスタートする。 

・イーゼルに白紙を挟み、ネガを投影してお

よその輪郭を鉛筆でスケッチする。 

・印画紙を小片に切り、スケッチを目印にし

てイーゼルに並べる。その上で焼きこみ、

覆い焼きを行う。 

・引伸ばし機は連続点灯。１秒間隔に設定し

たメトロノームを聞いて秒数を数えなが

ら、両手に持ったボール紙をシャッターに

して主露光と焼き込みを行う。 

・ボール紙は上面白、下面黒。片方の紙には

直径１インチ弱の穴があり、小部分の焼き

こみも 2 枚を組み合わせて行う。 

・覆い焼きは自転車のスポークに円形のボー

ル紙を貼り付けた普通の」道具を使う。 

・定着、仮水洗を終えた印画紙片をビューイ

ング・ボードにストレートプリントと並べ

て（又は重ねて）貼りつけ、焼き込み、覆
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い焼きの程度を決める。 

・決定したレシピを露光前の印画紙裏に記入

してから本番の露光、現像を行う。 

・以上を納得できるまで、何回も繰り返す。 

「Communicate with your materials. 材料との対話

をすること。 （印画紙や薬品の特性を把握しろ）」 

・午後 8 時 50 分～ ポートフォリオ・レビ

ュー（参加者の自作解説）セクストンとほ

かの参加者が批評とアドバイスを行う。 

一人当たり 30 分程度。（当夜は 3 人） 

ワークショップ 第 3日目 

10月 30日 8時半開始。 ポートフォリオ・レビューの
続き（2人）。 
昼前、Point Lobos へ出発、ピクニックラ
ンチ。 午後 5 時まで海岸で撮影指導。 
レストランで夕食後、スタジオに戻り、 
ポートフォリオ・レビューの続き（2 人）。 
9時すぎに終了。 

 

Point Lobos海岸でポラロイドによる撮影デモ。 

 

 

現像むらが多発

するので、待つ間に

十字を切ったり、拝

んだり！ 

 

・一般に多い

失敗は「露光不

足・現像オーバ

ー」である。シ

ャドーをゾーンⅣに位置づけること。（ゾー

ンⅢではディテールが出ない） 

・中判カメラでは、標準、N-1、N＋1 現像用

にそれぞれフィルムマガジンを用意する。 

・蛇腹の繰り出しと露出補正方法 ・・・ 無

限遠で蛇腹の長さが 8インチの場合、11 イ

ンチまで繰り出したら 1絞り明ける （ F

値の系列で覚える）。長さ測定用に冠布の

縁にメジャーを縫い付けておく。 

午後５時日没。Point Lobos も５時で閉鎖。 

カーメルの和食レストラン「ロバタ」で夕食。

ここはアダムスが出版の打合せでよく利用した

という。クリント・イーストウッド（元カーメル

市長）を見かけた。 

 

              次号につづく。 
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【原稿募集】 
会員の皆様からの原稿をお待ちしています。 

 

［以下原稿投稿に関するお願い項目です。すみませ

んがよろしくお願いします。］ 

１．写真原稿は、紛失事故防止のためできるだけ

ネガやポジは避け、プリントでお願いします。 

２．手書き文章はスキャナーでパソコンへ入力で

きないので、原則として受け付けません。以

下いずれかの方法にて投稿願います。 

・ワープロやパソコンでプリントアウトした

もの、（スキャナーでパソコンへ入力しま

す。） 

・パソコンの電子メール 

・ウィンドウズの Word2000 

・text ファイル 

（ちなみにこの会報は、ウィンドウズの

Word2000 で作成しています。） 

ただし、どうしても手書き文章しか投稿で

きない事情がある場合は、事前に連絡をいた

だくようお願いします。 

３．イラストは手書きでも結構です。スキャナー

で取り込みます。 

 

パソコンの扱いが不慣れのため、時々ご迷惑をお

かけするときがあるかと思いますので、その際はよ

ろしく御指導ください。 

 

［編集部］ 荒井 崇 
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